
北
部
都
市
に
お
け
る
公
立
学
校
の
人
種
隔
離
撤
廃
運
動

―
一
九
六
〇
年
代
の
シ
カ
ゴ
を
事
例
に
し
て
―

武
井

寛

は
じ
め
に

二
〇
〇
四
年
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
二
〇
世
紀
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
人
種
関
係
を
考
え
る
上
で
画
期
的
な
判
決
と
し
て
知
ら
れ

る
、
公
立
学
校
に
お
け
る
人
種
隔
離
教
育
を
違
憲
と
し
た
一
九
五
四
年
の
ブ
ラ
ウ
ン
判
決
か
ら
五
〇
周
年
を
迎
え
た
。
し
か
し
、
五

〇
周
年
を
記
念
し
て
様
々
な
雑
誌
が
組
ん
だ
特
集
記
事
や
出
版
さ
れ
た
研
究
書
で
は
、
こ
れ
を
歴
史
的
成
果
と
し
て
顕
彰
す
る
よ
り

も
、
む
し
ろ
ブ
ラ
ウ
ン
判
決
に
よ
っ
て
も
な
お
「
達
成
さ
れ
な
か
っ
た
」
こ
と
に
注
目
が
集
ま
っ
た(1
)。
長
年
に
わ
た
っ
て
教
育
政
策

を
研
究
す
る
ゲ
ー
リ
ー
・
オ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
（
Gary
O
rfiffeld）
は
、
二
〇
〇
四
年
の
報
告
書
の
中
で
、
一
九
九
一
年
を
ピ
ー
ク
に
し

て
公
立
学
校
の
人
種
統
合
が
衰
退
し
、
む
し
ろ
「
人
種
」
に
よ
る
「
再
隔
離
」
の
現
象
が
全
国
的
に
起
き
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る(2
)。

ブ
ラ
ウ
ン
判
決
を
め
ぐ
っ
て
、
こ
こ
一
〇
年
の
間
に
展
開
し
て
き
た
論
争
の
影
響
も
見
逃
せ
な
い
。
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
大
学
の
憲
法

学
者
マ
イ
ケ
ル
・
ク
ラ
ー
マ
ン
（
M
ichaelJ.K
larm
an）
は
、
一
九
九
四
年
に
発
表
し
た
論
文
の
中
で
、
ブ
ラ
ウ
ン
判
決
は
公
民
権

運
動
に
直
接
的
に
影
響
を
与
え
た
わ
け
で
も
な
け
れ
ば
、人
種
平
等
に
向
け
て
黒
人
を
鼓
舞
し
た
わ
け
で
も
な
く
、む
し
ろ
重
要
だ
っ
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た
の
は
、
南
部
白
人
に
よ
る
暴
力
を
用
い
た
「
大
規
模
な
抵
抗
（
M
assiveresistance）」
運
動
を
引
き
起
こ
し
た
こ
と
に
あ
る
と
主

張
し
た(3
)。
様
々
な
一
次
資
料
か
ら
、
当
時
の
黒
人
達
が
ブ
ラ
ウ
ン
判
決
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
た
と
い
う
公
民
権
運
動
史
家
の
デ

ビ
ッ
ド
・
ギ
ャ
ロ
ウ
（
D
avid
J.Garrow
）
や
憲
法
学
者
マ
ー
ク
・
ト
ゥ
シ
ュ
ネ
ッ
ト
（
M
ark
V
.T
ushnet）
の
批
判
に
対
し
て
、

ク
ラ
ー
マ
ン
は
ブ
ラ
ウ
ン
判
決
が
黒
人
を
鼓
舞
し
た
こ
と
は
認
め
た
も
の
の
、
ブ
ラ
ウ
ン
判
決
を
過
大
評
価
し
な
い
見
解
を
変
え
ず

に
、
一
連
の
研
究
を
ま
と
め
た
大
著
を
二
〇
〇
四
年
に
刊
行
し
た(4
)。
こ
の
著
書
に
対
し
て
も
、
ギ
ャ
ロ
ウ
は
ク
ラ
ー
マ
ン
の
精
緻
な

分
析
を
評
価
し
つ
つ
も
、
一
次
史
料
分
析
を
欠
い
た
方
法
論
や
ブ
ラ
ウ
ン
判
決
に
対
す
る
黒
人
大
衆
の
反
応
を
検
証
し
て
い
な
い
点

な
ど
を
批
判
し
た(5
)。

ク
ラ
ー
マ
ン
の
研
究
は
、「
人
種
」
を
争
点
と
し
た
裁
判
判
決
が
ア
メ
リ
カ
社
会
に
与
え
る
影
響
力
を
検
証
し
、
司
法
権
力
の
限
界

を
歴
史
的
に
考
察
し
た
点
で
、
大
変
優
れ
た
研
究
で
あ
る
。
ク
ラ
ー
マ
ン
よ
り
以
前
か
ら
「
ブ
ラ
ウ
ン
判
決
そ
れ
自
体
は
、
直
接
的

に
社
会
改
革
を
も
た
ら
さ
な
か
っ
た
」
と
主
張
し
て
い
た
ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
ロ
ー
ゼ
ン
バ
ー
ク
（
Gerald
N
.Rosenberg）
も
、
ク
ラ
ー

マ
ン
の
議
論
を
肯
定
的
に
捉
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
現
在
の
公
立
学
校
が
未
だ
に
不
平
等
で
あ
る
点
を
嘆
い
て
、
ブ
ラ
ウ
ン
判
決
や

人
種
統
合
を
絶
対
的
に
正
当
化
す
る
こ
と
に
見
直
し
を
迫
る
声
も
、
ク
ラ
ー
マ
ン
の
議
論
を
後
押
し
し
て
い
る(6
)。

し
か
し
そ
の
反
面
で
、
ク
ラ
ー
マ
ン
は
、
こ
れ
ま
で
の
公
民
権
運
動
研
究
で
強
調
さ
れ
て
い
た
主
体
と
し
て
の
黒
人
を
ほ
と
ん
ど

描
か
な
い
。
ギ
ャ
ロ
ウ
の
批
判
の
焦
点
も
、ま
さ
に
こ
の「
黒
人
の
主
体
性
」の
問
題
で
あ
っ
た
。
長
年
公
民
権
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

で
あ
っ
た
マ
リ
ー
・
ベ
リ
ー
（
M
ary
F.Berry）
の
ク
ラ
ー
マ
ン
著
に
対
す
る
書
評
も
、
ブ
ラ
ウ
ン
判
決
が
人
種
隔
離
を
撤
廃
さ
せ

た
境
界
州
の
事
例
や
黒
人
の
実
体
験
を
ク
ラ
ー
マ
ン
が
捨
象
し
て
い
る
点
を
批
判
し
て
い
る(7
)。
こ
の
よ
う
な
ク
ラ
ー
マ
ン
著
を
め
ぐ

る
論
争
を
念
頭
に
お
い
て
、
黒
人
史
家
Ｖ
・
Ｐ
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
（
V
.P.Franklin）
は
、
五
〇
年
を
経
た
ブ
ラ
ウ
ン
判
決
の
歴
史

的
意
義
に
対
す
る
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
、
研
究
者
間
に
ほ
と
ん
ど
な
い
と
結
論
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る(8
)。
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以
上
の
よ
う
な
近
年
の
ブ
ラ
ウ
ン
判
決
に
対
す
る
議
論
を
踏
ま
え
て
、
本
稿
で
は
北
部
都
市
シ
カ
ゴ
の
公
立
学
校
に
お
け
る
人
種

隔
離
撤
廃
運
動
を
検
討
す
る
。
ブ
ラ
ウ
ン
判
決
は
南
部
の
公
立
学
校
の
人
種
隔
離
撤
廃
を
想
定
し
て
お
り
、
ブ
ラ
ウ
ン
判
決
の
研
究

も
、
そ
の
多
く
が
南
部
の
公
立
学
校
に
集
中
し
て
い
た(9
)。

し
か
し
近
年
の
研
究
で
は
、
公
立
学
校
の
人
種
隔
離
撤
廃
運
動
が
南
部
以

外
の
地
域
で
多
様
な
形
で
展
開
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た(
)。

本
稿
も
こ
の
よ
う
な
近
年
の
研
究
の
流
れ
に
位
置
づ

10

け
ら
れ
る
。
シ
カ
ゴ
の
公
立
学
校
に
関
す
る
先
行
研
究
は
わ
ず
か
な
が
ら
存
在
す
る
が
、
ブ
ラ
ウ
ン
判
決
後
の
状
況
は
あ
ま
り
注
目

さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
二
〇
世
紀
前
半
に
焦
点
を
当
て
た
マ
イ
ケ
ル
・
ホ
メ
ル
（
M
ichaelW
.H
om
el）
の
研
究
は
、
ブ
ラ
ウ
ン
判

決
前
史
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
ア
ラ
ン
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
（
A
lan
B.A
nderson）
と
ジ
ョ
ー
ジ
・
ピ
ッ
カ
リ
ン
グ
（
George
W
.

Pickering）
の
研
究
は
ブ
ラ
ウ
ン
判
決
以
後
を
扱
っ
た
貴
重
な
先
行
研
究
だ
が
、
新
聞
記
事
が
多
用
さ
れ
、
重
要
な
公
民
権
団
体
な

ど
の
一
次
資
料
は
ほ
と
ん
ど
分
析
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ラ
ル
フ
・
ジ
ュ
ニ
ア
（
Jam
esR.Ralph）
や
藤
永
康
政

の
研
究
は
、
シ
カ
ゴ
の
公
立
学
校
に
お
け
る
人
種
隔
離
の
問
題
に
触
れ
て
い
る
が
、
分
析
の
重
点
は
一
九
六
六
年
か
ら
の
シ
カ
ゴ
自

由
運
動
に
置
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
つ
つ
、
本
稿
は
二
つ
の
黒
人
居
住
区
の
違
い
に
注
目
し
な
が
ら
、
ブ
ラ
ウ

ン
判
決
が
北
部
都
市
に
如
何
な
る
影
響
を
与
え
、
ど
の
よ
う
に
地
域
の
改
革
運
動
が
展
開
さ
れ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
シ
カ
ゴ

が
重
要
な
点
は
、
シ
カ
ゴ
が
南
部
黒
人
の
主
要
な
移
住
先
で
あ
っ
た
歴
史
的
な
事
実
だ
け
で
な
く
、
北
部
都
市
の
中
で
も
ブ
ラ
ウ
ン

判
決
後
に
最
も
迅
速
に
反
応
し
た
こ
と
と
そ
の
後
の
公
民
権
運
動
で
も
重
要
な
拠
点
と
な
っ
た
こ
と
に
あ
る(
)。
11

ク
ラ
ー
マ
ン
は
ブ
ラ
ウ
ン
判
決
が
公
民
権
運
動
に
与
え
た
影
響
を
あ
く
ま
で
も
「
間
接
的
」
な
も
の
と
捉
え
て
い
る
。
確
か
に
、

ブ
ラ
ウ
ン
判
決
に
よ
っ
て
直
接
的
に
公
民
権
運
動
が
生
ま
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
間
接
的
な
影
響
の
内
実
が
黒
人
達

の
意
識
を
い
か
に
高
め
た
の
か
、
そ
れ
に
よ
っ
て
各
地
域
の
改
革
運
動
が
ど
の
よ
う
に
展
開
し
た
の
か
を
検
証
す
る
こ
と
は
、
見
逃

さ
れ
る
べ
き
問
題
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
問
題
関
心
の
も
と
で
、
本
稿
は
北
部
の
公
立
学
校
の
人
種
隔
離
撤
廃
運
動
が
、
ど
の
よ

北部都市における公立学校の人種隔離撤廃運動

215



う
な
歴
史
的
文
脈
の
中
で
展
開
さ
れ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
、
こ
の
運
動
の
意
義
と
限
界
を
考
察
し
た
い
。

一

住
宅
に
お
け
る
人
種
境
界
線
の
変
化
―
一
九
四
〇
年
代
後
半
〜
一
九
六
〇
年
代
の
動
向
―

二
〇
世
紀
の
北
部
都
市
の
人
種
関
係
は
、
人
口
動
態
の
歴
史
的
変
化
と
切
り
離
し
て
論
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
特
に
シ
カ
ゴ
は

南
部
の
黒
人
が
北
部
へ
大
量
に
移
住
し
た
、
い
わ
ゆ
る
「
大
移
動
」
で
多
く
の
人
々
が
向
か
っ
た
地
域
で
あ
る
。
こ
の
「
大
移
動
」

の
第
一
波
は
一
九
世
紀
後
半
か
ら
一
九
二
〇
年
代
に
か
け
て
起
こ
り
、
多
く
の
南
部
の
黒
人
が
、
新
た
な
職
を
求
め
た
り
、
洪
水
や

害
虫
の
氾
濫
と
い
っ
た
自
然
災
害
に
押
し
出
さ
れ
る
か
た
ち
で
シ
カ
ゴ
や
そ
の
他
の
西
部
・
北
部
都
市
に
移
住
し
た
。「
大
移
動
」
の

第
二
派
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
起
こ
っ
た
が
、
そ
れ
以
降
も
南
部
か
ら
の
黒
人
の
移
動
は
断
続
的
に
続
い
た(
)。
そ
の
結
果
、
シ

12

カ
ゴ
の
黒
人
人
口
は
急
増
し
、
シ
カ
ゴ
市
の
人
口
比
で
も
一
九
四
〇
年
代
の
八
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
、
一
九
五
〇
年
代
に
は
一
三
・

六
パ
ー
セ
ン
ト
、
一
九
六
〇
年
代
に
は
二
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
た(
)。
13

一
九
四
〇
年
代
か
ら
一
九
六
〇
年
代
の
黒
人
人
口
急
増
の
も
う
一
つ
の
要
因
と
し
て
、
黒
人
の
出
生
率
の
増
加
に
も
留
意
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
全
国
都
市
同
盟
シ
カ
ゴ
支
部
（
ChicagoU
rban
League、
以
下
Ｃ
Ｕ
Ｌ
と
表
記
）
の
調
査
に
よ
る
と
、
一
九
五

〇
年
か
ら
一
九
六
〇
年
に
か
け
て
、
黒
人
の
出
生
率
は
死
亡
率
を
上
回
り
、
人
口
増
加
の
五
三
パ
ー
セ
ン
ト
が
自
然
増
に
よ
る
も
の

で
あ
っ
た(
)。
こ
れ
は
、
シ
カ
ゴ
に
定
着
し
た
黒
人
家
庭
の
数
が
増
加
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
居
住
環
境
の
改
善
や
隣
人
と
の
協
力
関

14

係
に
よ
っ
て
生
活
環
境
が
向
上
し
た
表
れ
で
も
あ
っ
た
。
確
か
に
黒
人
の
居
住
環
境
は
長
年
の
人
種
差
別
に
よ
っ
て
劣
悪
な
も
の
で

あ
っ
た
が
、第
二
次
世
界
大
戦
後
の
シ
カ
ゴ
の
黒
人
社
会
で
は
、Ｃ
Ｕ
Ｌ
の
援
助
の
も
と
に
形
成
さ
れ
た
婦
人
ク
ラ
ブ
や
ブ
ロ
ッ
ク
・

ク
ラ
ブ
な
ど
、
親
戚
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
は
異
な
る
相
互
協
力
体
制
が
少
し
ず
つ
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た(
)。
15
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他
方
、
白
人
人
口
も
黒
人
人
口
と
同
様
に
増
加
し
た
が
、
一
九
五
〇
年
に
は
黒
人
の
人
口
増
加
数
が
白
人
の
増
加
数
を
超
え
た
。

ま
た
、
歴
史
的
に
「
白
人
」
と
カ
テ
ゴ
リ
ー
化
さ
れ
て
き
た
人
々
は
、
統
計
上
「
ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
の
白
人
」
と
「
外
国
生
ま
れ
の

白
人
」
に
分
類
さ
れ
て
き
た
が
、
年
々
「
外
国
生
ま
れ
の
白
人
」
が
減
少
し
て
い
た
。「
ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
の
白
人
」
の
人
口
増
加
は
、

一
九
六
〇
年
に
多
少
増
加
し
た
も
の
の
、
そ
れ
で
も
黒
人
の
増
加
数
に
は
遠
く
及
ば
な
か
っ
た(
)。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
黒
人
人
口

16

の
増
加
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
シ
カ
ゴ
の
人
種
関
係
に
、
極
め
て
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

黒
人
人
口
の
増
加
の
一
方
で
、
一
九
四
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
六
〇
年
代
に
か
け
て
、
住
宅
に
お
け
る
人
種
の
境
界
線
も
少
し
ず

つ
変
化
し
つ
つ
あ
っ
た
。
な
か
で
も
最
も
重
要
な
の
が
、
一
九
四
八
年
の
連
邦
最
高
裁
判
所
に
よ
る
「
シ
ェ
リ
ー
対
ク
レ
マ
ー

（
Shelleye
v.K
r
KK
arrem
er）」
判
決
で
あ
る(
)。
こ
れ
は
、
入
居
者
の
人
種
的
・
民
族
的
同
質
性
の
維
持
と
不
動
産
価
値
の
保
全
を
目
的

17

と
し
た
、
不
動
産
業
者
と
入
居
者
の
間
で
交
わ
さ
れ
る
排
他
的
な
私
的
約
款
で
あ
る
「
制
限
的
不
動
産
約
款
」
の
よ
う
な
、
人
種
差

別
的
な
住
宅
協
定
を
禁
止
し
た
判
決
で
あ
っ
た
。
こ
の
判
決
に
よ
り
、
よ
り
良
い
住
宅
を
求
め
て
黒
人
居
住
区
か
ら
出
て
行
く
黒
人

が
増
え
た
一
方
、
黒
人
の
流
入
を
防
い
で
き
た
規
定
や
私
的
約
款
と
い
う
保
護
を
失
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
「
白
人
」
住
民
は
、
新

た
に
進
出
し
た
黒
人
に
対
し
て
暴
力
的
手
段
を
用
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
が
、
歴
史
家
ア
ー
ノ
ル
ド
・
ハ
ー
シ
ュ
（
A
rnold
R.

H
irsch）
の
指
摘
す
る
「
共
同
体
の
暴
力
」
で
あ
る
。
ハ
ー
シ
ュ
は
こ
う
し
た
人
種
騒
動
が
一
握
り
の
人
種
差
別
主
義
者
に
よ
る
も

の
で
は
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全
体
が
暴
力
的
手
段
を
用
い
て
抵
抗
し
て
い
た
こ
と
を
強
調
し
た(
)。
18

シ
カ
ゴ
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
一
九
五
四
年
の
ブ
ラ
ウ
ン
判
決
を
迎
え
た
。
全
米
黒
人
地
位
向
上
協
会
（
N
ational

A
ssociation
foffr
the
A
dvancem
ent
ofColored
People、
以
下
Ｎ
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｐ
と
表
記
）
が
発
行
す
る
機
関
紙
『
ク
ラ
イ
シ
ス

（
Crisis）』
は
、
同
判
決
後
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
や
シ
カ
ゴ
市
の
公
立
学
校
に
お
け
る
人
種
隔
離
を
調
査
し
た
結
果
、
南
部
社
会
の

よ
う
な
制
度
と
し
て
の
学
校
の
人
種
隔
離
は
な
く
て
も
、
黒
人
が
多
く
占
め
る
学
校
や
、
そ
の
逆
に
ほ
と
ん
ど
が
白
人
で
占
め
ら
れ
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て
い
る
学
校
が
多
数
存
在
し
、「
実
質
的
人
種
隔
離
（
defaffctottsegeregeaggtion）」
が
行
わ
れ
て
い
る
と
報
じ
た
。
こ
の
「
実
質
的
人
種

隔
離
」
と
い
う
言
葉
は
、
一
九
五
四
年
の
ブ
ラ
ウ
ン
判
決
後
に
頻
繁
に
使
用
さ
れ
始
め
た(
)。
注
目
す
べ
き
こ
と
に
、『
ク
ラ
イ
シ
ス
』

19

の
記
事
で
北
部
の
公
立
学
校
の
問
題
を
指
摘
し
て
い
た
の
は
Ｎ
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｐ
の
シ
カ
ゴ
支
部（
以
下
、Ｃ
Ｎ
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｐ
と
表
記
）で
あ
っ

た
。
シ
カ
ゴ
の
黒
人
運
動
は
、
他
の
北
部
都
市
よ
り
も
早
く
か
ら
こ
の
問
題
を
深
刻
に
受
け
止
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

二

ブ
ラ
ウ
ン
判
決
以
後
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
動
の
台
頭

ブ
ラ
ウ
ン
判
決
以
後
、
シ
カ
ゴ
で
高
ま
っ
た
公
立
学
校
の
実
質
的
な
人
種
隔
離
に
対
す
る
批
判
は
、
二
部
制
授
業
（
doubleshiftff

class）、
黒
人
が
多
数
を
占
め
る
「
黒
人
学
校
」
と
そ
の
教
師
の
質
、
施
設
の
不
備
な
ど
、
黒
人
人
口
が
急
増
す
る
な
か
で
シ
カ
ゴ
の

公
立
学
校
を
巡
っ
て
浮
上
し
て
い
た
様
々
な
具
体
的
問
題
に
か
か
わ
る
も
の
だ
っ
た
。
な
か
で
も
批
判
が
集
中
し
た
の
が
、
一
時
的

な
措
置
と
し
て
の
二
部
制
授
業
で
あ
っ
た
。
二
部
制
授
業
と
は
、
学
校
数
の
不
足
す
る
地
域
の
生
徒
を
二
組
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
早

朝
と
午
後
に
同
じ
学
校
に
通
わ
せ
る
制
度
の
こ
と
で
あ
る
。
シ
カ
ゴ
で
は
、
歴
史
的
に
一
九
二
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
三
〇
年
代
前

半
に
か
け
て
、
主
に
白
人
が
多
く
通
う
学
区
で
二
部
制
授
業
が
多
く
行
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
一
九
三
〇
年
代
後
半
に
は
郊
外
へ

の
人
口
移
動
や
新
し
い
学
校
の
建
設
な
ど
で
そ
の
数
は
減
少
し
て
い
っ
た
。
当
時
黒
人
が
多
く
通
う
学
区
で
は
、
二
部
制
授
業
が
必

要
な
ほ
ど
生
徒
数
が
多
く
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
制
度
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た(
)。
と
こ
ろ
が
第
二
次
世
界
大
戦
以
降
の

20

黒
人
人
口
の
増
加
に
伴
い
、
こ
の
授
業
形
式
の
ほ
と
ん
ど
は
、
黒
人
居
住
区
の
学
校
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
教
育
委
員
会
の

記
録
に
よ
る
と
、
一
九
五
八
年
か
ら
一
九
六
〇
年
の
三
年
間
で
、「
黒
人
学
校
」
が
集
中
す
る
学
区
と
黒
人
と
白
人
の
境
界
地
域
の
学

区
で
二
部
制
授
業
が
集
中
し
て
い
た(
)。
21
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二
部
制
授
業
問
題
が
注
目
さ
れ
た
背
景
に
は
、
公
立
学
校
に
通
学
す
る
黒
人
生
徒
の
爆
発
的
増
加
が
あ
っ
た
。
一
九
五
〇
年
か
ら

一
九
六
〇
年
に
か
け
て
、
シ
カ
ゴ
の
公
立
学
校
に
通
う
生
徒
総
数
は
三
五
万
人
か
ら
五
三
万
六
〇
〇
〇
人
に
増
加
し
た
が
、
そ
の
う

ち
黒
人
生
徒
数
は
七
万
四
〇
〇
〇
人
か
ら
二
五
万
人
へ
と
爆
発
的
に
増
え
て
い
た(
)。

一
九
五
三
年
に
シ
カ
ゴ
教
育
委
員
会
委
員
長
に

22

就
任
し
た
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
ウ
ィ
リ
ス
（
Benjnam
in
C.W
illis）
は
、
こ
の
事
態
に
二
部
制
授
業
や
新
規
校
舎
の
建
設
に
よ
っ
て
対
応

し
た
。
し
か
し
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
黒
人
居
住
区
の
学
校
で
行
わ
れ
た
た
め
に
、
人
種
隔
離
を
継
続
さ
せ
て
い
る
責
任
は
ウ
ィ
リ
ス

に
あ
る
と
批
判
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

一
九
五
四
年
の
ブ
ラ
ウ
ン
判
決
後
、
公
立
学
校
の
実
質
的
な
人
種
隔
離
が
シ
カ
ゴ
で
も
注
目
さ
れ
て
い
く
中
で
、
Ｃ
Ｎ
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｐ

は
ウ
ィ
リ
ス
が
二
部
制
授
業
を
廃
止
す
る
為
に
努
力
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
た
。
し
か
し
、
状
況
が
さ
ら
に
悪
化
し
て
い
く
な
か

で
、
Ｃ
Ｎ
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｐ
は
認
識
を
改
め
、
シ
カ
ゴ
市
の
な
か
で
も
黒
人
が
多
数
を
占
め
る
居
住
区
で
あ
る
サ
ウ
ス
・
サ
イ
ド
と
ウ
エ
ス

ト
・
サ
イ
ド
の
過
密
化
し
た
「
黒
人
学
校
」
の
実
態
調
査
に
乗
り
出
し
た(
)。
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
Ｃ
Ｎ
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｐ
は
、
一
九
五

23

七
年
と
一
九
五
八
年
の
教
育
委
員
会
の
予
算
公
聴
会
の
場
で
、
二
部
制
授
業
の
廃
止
や
黒
人
が
多
く
通
学
す
る
学
区
へ
の
新
校
舎
の

建
設
で
は
な
く
、「
白
人
学
校
」
で
使
用
さ
れ
て
い
な
い
学
校
へ
の
黒
人
生
徒
の
通
学
を
訴
え
た(
)。
24

一
方
、
Ｃ
Ｕ
Ｌ
も
一
九
五
六
年
以
来
、
公
立
学
校
に
お
け
る
人
種
隔
離
の
問
題
を
調
査
し
て
い
た
。
Ｃ
Ｕ
Ｌ
は
、
二
部
制
授
業
の

生
徒
総
数
が
減
少
す
る
一
方
で
、
黒
人
生
徒
の
割
合
は
上
昇
し
て
い
る
事
実
を
明
ら
か
に
し
て
、
予
算
配
分
の
不
平
等
を
批
判
し
た
。

Ｃ
Ｕ
Ｌ
は
、
黒
人
居
住
区
に
新
た
な
学
校
建
設
を
進
め
る
ウ
ィ
リ
ス
の
方
針
は
税
金
の
無
駄
で
あ
り
、
む
し
ろ
「
黒
人
学
校
」
近
辺

の
「
白
人
学
校
」
の
空
き
教
室
に
黒
人
生
徒
を
通
学
さ
せ
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
さ
ら
に
、
Ｃ
Ｕ
Ｌ
は
居
住
地
域
近
隣
の
学
校
に
生

徒
を
通
学
さ
せ
る
、
教
育
委
員
会
の
「
ネ
イ
バ
フ
ッ
ド
・
ス
ク
ー
ル
・
ポ
リ
シ
ー
」
も
批
判
し
、
こ
の
方
針
と
住
宅
隔
離
が
「
実
質

的
人
種
隔
離
」
を
め
ぐ
っ
て
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
と
し
て
、
黒
人
に
対
す
る
住
宅
差
別
と
い
う
構
造
的
な
問
題
も
指
摘
し
た
の
で
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あ
る(
)。
25一

九
六
〇
年
代
に
入
る
と
、
公
民
権
団
体
が
様
々
な
調
査
報
告
を
も
と
に
教
育
委
員
会
に
事
態
改
善
を
迫
り
、
黒
人
生
徒
の
保
護

者
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団
体
が
直
接
行
動
を
起
こ
し
始
め
た
。
こ
れ
は
、
一
九
六
〇
年
以
降
の
南
部
の
公
民
権
運
動
、
特
に
学
生
非
暴

力
調
整
委
員
会
（
StudentN
onviolenceCoordinating
Com
m
ittee、
以
下
Ｓ
Ｎ
Ｃ
Ｃ
と
表
記
）
に
よ
る
「
座
り
込
み
（
sit-ins）」

が
黒
人
達
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
。
黒
人
生
徒
の
保
護
者
に
よ
る
活
動
は
、
ま
ず
ウ
エ
ス
ト
・
サ
イ
ド
の
八
学
区
の
グ
レ
ゴ

リ
ー
小
学
校
か
ら
起
こ
っ
た
。
一
九
六
〇
年
九
月
、
ノ
ー
ス
・
ロ
ー
ン
デ
ー
ル
地
区
の
グ
レ
ゴ
リ
ー
小
学
校
に
通
う
保
護
者
が
、
教

育
委
員
会
の
事
務
局
に
ピ
ケ
を
張
り
、
過
密
状
態
の
学
校
の
緩
和
を
訴
え
た
。
グ
レ
ゴ
リ
ー
小
学
校
の
最
大
収
容
人
数
は
、
本
来
一

六
〇
〇
人
だ
が
、
一
九
五
四
年
以
降
生
徒
数
は
増
加
し
て
お
り
、
一
九
六
〇
年
に
は
四
〇
〇
〇
人
近
く
の
生
徒
が
通
学
さ
せ
ら
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
Ｃ
Ｎ
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｐ
の
調
査
で
も
、
八
学
区
は
黒
人
生
徒
八
四
六
一
人
分
の
座
席
が
不
足
し
て
お
り
、
学
区
全
体

の
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
「
黒
人
学
校
」
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
同
学
区
は
、「
白
人
学
校
」
の
ク
ラ
ス
平
均
が
三
五
人
に
対
し
て
、「
黒

人
学
校
」
は
五
七
人
と
い
う
超
過
密
化
が
続
い
て
い
た(
)。
26

ウ
エ
ス
ト
・
サ
イ
ド
と
同
様
に
、
サ
ウ
ス
・
サ
イ
ド
で
も
黒
人
た
ち
に
よ
る
行
動
が
始
ま
っ
た
。
一
九
六
一
年
一
月
黒
人
生
徒
が

多
数
を
占
め
る
バ
ー
ン
サ
イ
ド
校
に
通
う
生
徒
の
保
護
者
が
、
教
育
委
員
会
に
過
密
化
し
た
学
校
の
緩
和
を
求
め
て
、「
白
人
学
校
」

で
あ
っ
た
近
隣
の
ペ
リ
ー
校
へ
の
転
校
を
申
請
し
た
が
拒
否
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
代
わ
り
に
黒
人
生
徒
数
が
増
加
し
、
黒
人
学

校
化
し
つ
つ
あ
っ
た
ガ
レ
ス
ピ
ー
校
へ
の
転
校
を
命
じ
ら
れ
た
（
地
図
二
）。
こ
う
し
た
「
実
質
的
人
種
隔
離
」
を
継
続
す
る
教
育
委

員
会
の
対
応
に
抵
抗
す
る
た
め
に
、
生
徒
の
保
護
者
た
ち
は
教
育
委
員
会
の
事
務
局
に
「
座
り
込
み
」
を
行
っ
た
。
Ｃ
Ｕ
Ｌ
は
、
ガ

レ
ス
ピ
ー
校
よ
り
近
い
ペ
リ
ー
校
へ
の
転
入
は
教
育
委
員
会
の
主
張
す
る
「
ネ
イ
バ
フ
ッ
ド
・
ス
ク
ー
ル
・
ポ
リ
シ
ー
」
の
観
点
か

ら
も
正
当
性
が
あ
る
と
し
て
、従
来
の
教
育
委
員
会
が「
実
質
的
人
種
隔
離
」を
正
当
化
す
る
際
に
用
い
る
こ
の
方
針
を
逆
手
に
と
っ
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て
訴
え
た
。
Ｃ
Ｕ
Ｌ
は
、
座
り
込
み
と
い
う
南
部
の
公
民
権
運
動
の
ス
タ
イ

ル
を
保
護
者
が
実
践
し
た
こ
と
を
、「
新
た
な
展
開
」と
し
て
報
告
し
て
い
る(
)。
27

こ
う
し
て
南
部
の
公
民
権
運
動
の
影
響
を
受
け
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団
体

が
公
民
権
団
体
の
力
を
借
り
な
が
ら
直
接
行
動
を
起
こ
し
て
い
く
中
で
、
シ

カ
ゴ
で
は
公
立
学
校
問
題
が
大
き
な
社
会
問
題
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
っ

た
。
そ
の
結
果
、
同
じ
よ
う
に
公
立
学
校
の
人
種
隔
離
撤
廃
に
向
け
て
活
動

を
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団
体
の
受
け
皿
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団
体

調
整
会
議
（
Coordinating
CouncilofCom
m
unity
O
rganization、
以

下
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
と
表
記
）と
い
う
新
し
い
団
体
が
一
九
六
二
年
に
創
設
さ
れ
た
。

三

公
立
学
校
の
人
種
隔
離
撤
廃
運
動

一
九
六
二
年
四
月
に
創
設
さ
れ
た
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
の
初
期
の
主
要
参
加
団
体

は
、
Ｃ
Ｕ
Ｌ
や
Ｃ
Ｎ
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｐ
と
い
っ
た
公
民
権
団
体
の
ほ
か
に
、
統
合
さ

れ
た
学
校
を
目
指
す
教
師
達
（
T
eachersfoffrIntegrated
Schools、
以
下

Ｔ
Ｆ
Ｉ
Ｓ
と
表
記
）
や
チ
ャ
タ
ム
・
ア
バ
ロ
ン
・
パ
ー
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会

議
（
Chatham
-A
valon
Park
Com
m
unity
Council、
以
下
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｃ
Ｃ

と
表
記
）
な
ど
の
市
民
団
体
も
参
加
し
て
い
た
。
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
の
代
表
は
、
Ｔ
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Ｆ
Ｉ
Ｓ
の
ア
ル
・
ラ
ビ
ー
（
A
lRaby）
が
務
め
た
。
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
、
団
体
間
の
情
報
交
換
を
行
う
機
関
と
し
て
の
役
割
を
担
い
な
が

ら
、
諸
団
体
の
自
治
を
優
先
し
、
特
定
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
持
た
な
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
っ
た(
)。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
サ
ウ

28

ス
･サ
イ
ド
と
ウ
エ
ス
ト
・
サ
イ
ド
の
運
動
が
辿
っ
た
異
な
っ
た
展
開
で
あ
る
。

Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
と
い
う
緩
や
か
な
傘
の
中
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団
体
は
活
発
に
活
動
し
た
。
サ
ウ
ス
・
サ
イ
ド
の
チ
ャ
タ
ム
地
区
は
、

歴
史
的
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
か
ら
の
移
民
や
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
心
で
あ
っ
た
が
、
一
九
五
二
年

に
創
設
さ
れ
た
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
は
、
一
九
五
五
年
か
ら
黒
人
中
産
階
級
の
流
入
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
た
、
こ
の
当
時
と
し
て
は
例
外

的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団
体
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
黒
人
居
住
区
の
拡
大
に
対
す
る
白
人
住
民
の
暴
力
を
否
定
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
向

上
の
た
め
に
黒
人
住
人
と
協
力
す
る
こ
と
を
選
ん
だ
。
一
九
五
〇
年
に
は
同
地
区
の
九
九
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
が
白
人
で
あ
っ
た
が
、

一
九
六
〇
年
代
に
な
る
と
三
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
激
減
し
、
六
三
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
黒
人
が
占
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ

の
後
黒
人
が
圧
倒
的
に
な
っ
て
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
荒
廃
す
る
こ
と
は
な
く
、
所
得
の
安
定
し
た
黒
人
が
多
く
住
み
、
中
産
階
級
的

要
素
を
維
持
し
た
。
つ
ま
り
チ
ャ
タ
ム
地
区
は
、
白
人
の
暴
力
的
な
「
大
規
模
な
抵
抗
」
が
少
な
か
っ
た
為
に
、
む
し
ろ
黒
人
中
産

階
級
が
移
動
し
や
す
い
地
区
と
な
っ
た
の
で
あ
る(
)。
29

一
方
ウ
エ
ス
ト
・
サ
イ
ド
で
は
、
一
九
六
二
年
に
教
育
委
員
会
に
よ
る
人
種
差
別
的
な
方
針
が
発
表
さ
れ
た
。
教
育
委
員
会
は
ウ

エ
ス
ト
・
サ
イ
ド
の
第
八
学
区
の
高
校
の
過
密
状
況
を
緩
和
す
る
た
め
に
、
第
四
学
区
の
オ
ー
小
学
校
に
高
校
を
建
設
す
る
こ
と
を

発
表
し
、
オ
ー
校
へ
進
学
で
き
る
学
校
と
し
て
キ
ャ
メ
ロ
ン
校
、
モ
ー
ス
校
、
ラ
イ
ア
ー
ソ
ン
校
を
指
定
し
た
。
こ
の
三
校
は
、
ウ

エ
ス
ト
・
サ
イ
ド
へ
の
黒
人
の
流
入
が
続
く
中
で
、
唯
一
残
さ
れ
て
い
た
「
白
人
学
校
」
で
あ
り
、
前
述
し
た
「
黒
人
学
校
」
の
グ

レ
ゴ
リ
ー
校
は
対
象
か
ら
外
さ
れ
て
い
た
（
地
図
三
）。
こ
の
白
人
生
徒
の
み
対
象
と
す
る
学
区
変
更
は
「
ゲ
リ
マ
ン
ダ
リ
ン
グ

（
gerrym
andering）」
と
呼
ば
れ
て
、
人
種
隔
離
を
肯
定
す
る
手
段
と
し
て
こ
れ
ま
で
も
批
判
さ
れ
て
き
た
。
さ
ら
に
、
人
種
平
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等
会
議
（
CongressofRacialEquality、
以
下
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
と
略
記
）
の
シ
カ
ゴ
支
部
の
調
査
に
よ
っ
て
、
ウ
ィ
リ
ス
が
第
八
学
区

の
「
白
人
学
校
」
で
使
用
可
能
な
空
き
教
室
数
を
、
一
九
六
一
年
の
報
告
書
の
中
で
少
な
く
見
積
も
っ
て
い
た
こ
と
も
判
明
し
、
こ

の
学
区
変
更
の
ね
ら
い
が
人
種
隔
離
の
継
続
だ
と
し
て
ウ
ィ
リ
ス
へ
批
判
が
集
中
し
た(
)。

黒
人
生
徒
が
多
数
占
め
て
い
た
マ
ー
シ
ャ

30

ル
高
校
か
ら
の
黒
人
生
徒
は
転
入
で
き
ず
、
そ
れ
に
よ
り
マ
ー
シ
ャ
ル
校
の
人
種
隔
離
が
加
速
さ
れ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
Ｃ
Ｃ
Ｃ

Ｏ
は
マ
ー
シ
ャ
ル
校
の
問
題
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
だ
が
、
大
規
模
な
抵
抗
運
動
を
展
開
で
き
な
か
っ
た(
)。
こ
の
時
期
、
ウ
エ
ス

31

ト
・
サ
イ
ド
の
黒
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団
体
は
ま
だ
基
盤
が
弱
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
サ
ウ
ス
・
サ
イ
ド
と
ウ
エ
ス
ト
･サ
イ
ド
の
黒
人
の
活
動
を
見
て
い
る
と
、
地
域
に
よ
る
違
い
が
浮
き
彫
り
に
な
る
。

歴
史
的
に
黒
人
居
住
区
が
集
中
し
て
い
た
サ
ウ
ス
・
サ
イ
ド
で
は
、
一
九
五
〇
年
代
か
ら
一
九
六
〇
年
代
に
か
け
て
、
白
人
と
黒
人

の
居
住
区
の
境
界
線
が
南
へ
と
移
動
し
て
行
く
際
に
、
中
産
階
級
の
黒
人
が
白
人
居
住
区
に
移
動
が
可
能
と
な
り
、
公
立
学
校
で
も

人
種
統
合
の
問
題
が
争
点
化
さ
れ
得
る
状
況
が
存
在
し
た
。
他
方
ウ
エ
ス
ト
・
サ
イ
ド
へ
移
動
し
た
人
口
の
大
半
は
、
南
部
か
ら
の

黒
人
移
住
者
や
都
市
再
開
発
に
よ
る
サ
ウ
ス
・
サ
イ
ド
か
ら
の
移
住
者
で
あ
っ
た
。
グ
レ
ゴ
リ
ー
校
の
あ
る
ノ
ー
ス
・
ロ
ー
ン
デ
ー

ル
地
区
は
一
九
五
〇
年
か
ら
一
九
六
〇
年
の
間
に
、
黒
人
の
割
合
が
一
三
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
九
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
急
増
し
た
が
、
同

地
区
の
一
九
六
〇
年
の
黒
人
人
口
の
六
二
パ
ー
セ
ン
ト
が
、
南
部
か
ら
の
移
住
者
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
一
九
四
一
年
か
ら
一
九
六
五

年
の
間
に
、
シ
カ
ゴ
で
は
一
六
万
人
の
主
に
黒
人
貧
困
層
と
四
万
人
の
白
人
が
都
市
再
開
発
と
高
速
道
路
建
設
の
た
め
に
、
移
転
さ

せ
ら
れ
た
と
い
う(
)。
二
つ
の
黒
人
居
住
区
は
、
階
級
的
分
断
が
進
み
、
シ
カ
ゴ
の
都
市
政
策
と
も
関
連
し
な
が
ら
、
歴
史
的
に
も
異

32

な
っ
た
仕
方
で
拡
大
し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
両
地
区
の
公
立
学
校
の
人
種
隔
離
撤
廃
問
題
に
対
す
る
姿
勢
も
微
妙
な
違
い
を
内
包
し

て
い
た
の
で
あ
る
。
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四

ウ
ィ
リ
ス
反
対
運
動
か
ら
学
校
ボ
イ
コ
ッ
ト
へ

公
立
学
校
問
題
が
注
目
を
集
め
る
な
か
で
、
一
九
六
二
年
、
ウ
ィ
リ
ス
と
教
育
委
員
会
は
、
過
密
化
し
た
学
校
の
現
状
を
緩
和
す

る
こ
と
を
目
的
に
一
五
〇
台
の
ワ
ゴ
ン
車
を
購
入
し
、
そ
こ
で
授
業
を
行
う
こ
と
を
発
表
し
た
。
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
、
ワ
ゴ
ン
車
で
授
業

を
行
う
こ
と
は
現
状
の
人
種
隔
離
を
維
持
す
る
も
の
で
あ
る
と
批
判
し
、
黒
人
生
徒
に
対
し
て
こ
の
ワ
ゴ
ン
車
で
さ
え
二
部
制
授
業

が
導
入
さ
れ
た
こ
と
を
非
難
し
た
。
こ
れ
ら
の
ワ
ゴ
ン
車
は
「
ウ
ィ
リ
ス
・
ワ
ゴ
ン
」
と
呼
ば
れ
、
ウ
ィ
リ
ス
が
人
種
隔
離
を
継
続

し
て
い
る
象
徴
と
な
り
、「
ウ
ィ
リ
ス
反
対
運
動
」
が
始
ま
っ
た
。

人
種
隔
離
政
策
を
継
続
す
る
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
ウ
ィ
リ
ス
と
い
う
「
明
確
な
敵
」
を
作
り
、
こ
の
構
図
を
世
論
に
提
示
す
る
こ
と

に
成
功
し
た
こ
と
は
、
こ
の
運
動
の
め
ざ
ま
し
い
特
徴
で
あ
っ
た(
)。
一
九
六
三
年
七
月
、「
公
立
学
校
の
人
種
隔
離
を
禁
止
し
、
教
育

33

委
員
会
は
現
状
の
隔
離
状
態
を
解
消
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
条
項
が
イ
リ
ノ
イ
州
学
校
規
約
に
追
加

さ
れ
た
。
さ
ら
に
同
年
八
月
の
ワ
シ
ン
ト
ン
行
進
に
よ
り
、
公
民
権
運
動
が
全
国
的
に
盛
り
上
が
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
追
い
風
の
中

で
、
一
九
六
三
年
一
〇
月
に
な
る
と
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
い
よ
い
よ
大
規
模
な
抵
抗
運
動
を
起
こ
し
た(
)。
34

一
九
六
三
年
一
〇
月
四
日
、
ウ
ィ
リ
ス
は
教
育
委
員
会
委
員
長
を
辞
任
す
る
と
発
表
し
た
。
こ
と
の
発
端
は
、
市
の
南
西
部
の
境

界
地
域
に
あ
る「
白
人
学
校
」で
あ
る
ボ
ー
ガ
ン
高
校
へ
黒
人
生
徒
が
転
校
す
る
こ
と
に
、ウ
ィ
リ
ス
が
反
対
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ

た
（
地
図
一
）。
黒
人
生
徒
の
転
校
は
事
前
に
教
育
委
員
会
で
認
可
さ
れ
て
い
た
。
ボ
ー
ガ
ン
高
校
の
七
〇
〇
人
以
上
の
白
人
生
徒

の
保
護
者
た
ち
は
、
こ
の
決
定
に
反
対
し
て
ボ
ー
ガ
ン
高
校
で
ピ
ケ
を
張
り
、
抵
抗
運
動
を
開
始
し
た
。
ウ
ィ
リ
ス
は
こ
れ
ら
の
保

護
者
の
意
向
を
受
け
入
れ
、
転
校
先
の
高
校
か
ら
ボ
ー
ガ
ン
高
校
の
名
前
を
削
除
し
た
。
こ
の
ウ
ィ
リ
ス
の
決
定
に
対
し
て
、
上
級
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裁
判
所
は
裁
判
命
令
と
し
て
転
入
を
認
め
る
よ
う
に
ウ
ィ
リ
ス
に
通
達
し
た
が
、
彼
は
こ
の
裁
判
命
令
に
従
う
よ
り
も
、
辞
任
を
選

ん
だ
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
多
く
の
白
人
保
護
者
や
不
動
産
業
者
か
ら
ウ
ィ
リ
ス
の
留
任
を
求
め
る
活
動
が
起
こ
り
、
一
九
六
三
年

一
〇
月
一
六
日
に
ウ
ィ
リ
ス
は
辞
任
を
撤
回
し
て
教
育
委
員
会
委
員
長
を
継
続
す
る
と
発
表
し
た(
)。
35

ウ
ィ
リ
ス
留
任
の
報
を
受
け
て
、Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
つ
い
に
シ
カ
ゴ
市
全
体
で
大
規
模
な
学
校
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
起
こ
す
こ
と
を
決
め
た
。

Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
ウ
ィ
リ
ス
の
即
時
退
任
を
求
め
る
項
目
を
第
一
に
あ
げ
、
そ
の
他
一
三
項
目
の
教
育
委
員
会
へ
の
要
求
を
『
シ
カ
ゴ
・

デ
イ
リ
ー
・
ニ
ュ
ー
ス
』紙
に
掲
載
し
た(
)。
ボ
イ
コ
ッ
ト
は
二
回
行
わ
れ
た
が
、一
回
目
の
一
九
六
三
年
一
〇
月
二
二
日
の
ボ
イ
コ
ッ

36

ト
で
は
、
約
二
二
万
五
〇
〇
〇
人
が
参
加
し
、
公
立
学
校
問
題
を
シ
カ
ゴ
全
体
に
知
ら
し
め
る
と
い
う
意
味
で
、
大
き
な
イ
ン
パ
ク

ト
を
与
え
た
。
し
か
し
、
学
校
と
い
う
教
育
の
場
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
す
る
こ
と
は
、
例
え
学
校
の
状
況
が
悪
か
っ
た
と
し
て
も
、
批
判

さ
れ
や
す
い
戦
術
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
点
を
リ
チ
ャ
ー
ド
・
Ｊ
・
デ
イ
リ
ー
（
Richard
J.D
aley）
市
長
、
黒
人
保
守
派
の
牧

師
ジ
ョ
セ
フ
・
Ｈ
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
（
Joseph
H
.Jackson）、
シ
カ
ゴ
教
師
組
合
か
ら
批
判
さ
れ
た
。
二
回
目
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
で
は
、

Ｃ
Ｎ
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｐ
や
Ｃ
Ｕ
Ｌ
と
い
っ
た
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
内
部
か
ら
も
慎
重
な
声
が
あ
が
り
、
一
九
六
四
年
二
月
二
五
日
に
行
わ
れ
た
二
回
目

の
ボ
イ
コ
ッ
ト
参
加
者
は
一
回
目
よ
り
少
な
い
約
一
七
万
二
〇
〇
〇
人
に
と
ど
ま
っ
た(
)。
ボ
イ
コ
ッ
ト
は
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
の
組
織
力
を
示

37

す
こ
と
に
は
成
功
し
た
が
、
ウ
ィ
リ
ス
を
排
除
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

シ
カ
ゴ
の
公
立
学
校
の
人
種
隔
離
問
題
が
こ
こ
ま
で
注
目
を
集
め
た
要
因
は
、
数
あ
る
人
種
差
別
の
問
題
の
一
つ
と
し
て
だ
け
で

は
な
く
、
教
育
問
題
と
し
て
も
議
論
を
呼
び
起
こ
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
の
観
点
か
ら
、
ウ
ィ
リ
ス
を
批
判
す
る
二
つ
の
報
告
書

が
、
シ
カ
ゴ
大
学
の
社
会
学
者
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ハ
ウ
サ
ー
(Philip
H
ouser)と
教
育
学
者
ロ
バ
ー
ト
・
ハ
ヴ
ィ
ガ
ー
ス
ト
(Robert

H
avighurst)に
よ
っ
て
一
九
六
四
年
に
発
表
さ
れ
た
。
ハ
ウ
サ
ー
報
告
書
は
、
公
立
学
校
の
人
種
統
合
を
目
指
す
調
査
団
の
依
頼

で
、
教
育
委
員
会
に
助
言
を
与
え
る
た
め
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
人
種
隔
離
さ
れ
た
公
立
学
校
の
現
状
を
分
析
し
て
、
い
か
に
そ
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れ
が
教
育
上
不
適
切
で
あ
る
か
を
指
摘
し
、
段
階
的
な
人
種
統
合
を
主
張
し
た
。
一
方
、
市
民
団
体
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
要
請
を
受
け
た
調

査
に
基
づ
く
ハ
ヴ
ィ
ガ
ー
ス
ト
報
告
書
は
、
ハ
ウ
サ
ー
報
告
書
よ
り
も
詳
細
で
包
括
的
な
内
容
だ
っ
た
が
、
立
場
は
似
通
っ
た
も
の

で
、
ウ
ィ
リ
ス
と
教
育
委
員
会
を
厳
し
く
批
判
し
、
早
急
の
教
育
環
境
の
改
善
を
主
張
し
て
い
た
。
ハ
ウ
サ
ー
は
、
Ｃ
Ｕ
Ｌ
の
エ
ド

ウ
ィ
ン
・
Ｃ
・
ベ
リ
ー
（
Edw
in
C.Berry）
へ
の
手
紙
の
中
で
も
ウ
ィ
リ
ス
の
人
種
差
別
的
方
針
が
教
育
に
も
た
ら
す
弊
害
を
指
摘

し
、
辞
任
を
望
む
と
記
し
て
い
た(
)。
こ
の
よ
う
に
学
術
界
か
ら
も
、
ウ
ィ
リ
ス
批
判
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

38

こ
う
し
た
中
で
、
一
九
六
四
年
に
成
立
し
た
公
民
権
法
は
、
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
に
追
い
風
と
な
っ
た
。
同
法
第
六
項
に
は
「
連
邦
補
助
金

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
け
る
差
別
禁
止
」
事
項
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
同
項
に
依
拠
し
て
連
邦
政
府
に
抗
議
し
た
。
Ｃ
Ｃ

Ｃ
Ｏ
の
ラ
ビ
ー
は
、
一
九
六
五
年
七
月
、
健
康
教
育
福
祉
省
（
D
epartm
entofH
ealth,Education
and
W
elfare、
以
下
Ｈ
Ｅ
Ｗ

と
表
記
）
の
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ケ
ッ
ペ
ル
（
FrancisK
eppel）
長
官
に
シ
カ
ゴ
の
現
状
を
訴
え
る
手
紙
を
だ
し
た(
)。
教
育
の
専
門
家
で

39

一
九
六
四
年
公
民
権
法
の
推
進
者
で
も
あ
っ
た
ケ
ッ
ペ
ル
は
、
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
の
主
張
を
受
け
入
れ
、
ウ
ィ
リ
ス
が
一
九
六
四
年
公
民
権

法
第
六
項
六
〇
一
条
に
違
反
し
て
い
る
こ
と
を
シ
カ
ゴ
教
育
委
員
会
に
伝
え
た
。
そ
し
て
九
月
三
〇
日
に
、
ケ
ッ
ペ
ル
は
つ
い
に
イ

リ
ノ
イ
州
教
育
省
レ
イ
・
ペ
イ
ジ
（
Ray
Page）
に
連
邦
補
助
金
の
停
止
を
勧
告
し
た
。
こ
れ
は
シ
カ
ゴ
が
北
部
都
市
と
し
て
初
め

て
一
九
六
四
年
公
民
権
法
違
反
と
見
な
さ
れ
、「
連
邦
補
助
金
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
け
る
差
別
禁
止
」
条
項
に
よ
り
、
ウ
ィ
リ
ス
と
教
育

委
員
会
だ
け
で
な
く
、
シ
カ
ゴ
市
と
し
て
人
種
隔
離
を
撤
廃
す
る
方
策
を
行
わ
な
い
と
、
教
育
委
員
会
に
対
し
て
補
助
金
が
出
な
く

な
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
ウ
ィ
リ
ス
は
Ｈ
Ｅ
Ｗ
の
勧
告
に
対
し
て
、
連
邦
政
府
の
不
当
な
介
入
で
あ
る
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
答

え
て
い
た(
)。
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
、
こ
れ
ま
で
の
運
動
の
中
で
も
っ
と
も
ウ
ィ
リ
ス
を
追
い
込
ん
で
い
た
。

40

し
か
し
こ
こ
で
つ
い
に
シ
カ
ゴ
で
最
も
強
力
な
政
治
権
力
を
握
っ
て
い
る
デ
イ
リ
ー
市
長
が
介
入
し
た
こ
と
で
、
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
の
努

力
も
空
し
く
「
ウ
ィ
リ
ス
反
対
運
動
」
は
頓
挫
す
る
こ
と
に
な
る
。
デ
イ
リ
ー
は
、
公
立
学
校
問
題
か
ら
距
離
を
と
っ
て
い
た
が
、
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自
分
が
首
長
と
し
て
牛
耳
る
シ
カ
ゴ
が
、
一
九
六
四
年
公
民
権
法
に
違
反
し
た
と
い
う
不
名
誉
な
扱
い
を
受
け
る
こ
と
は
許
せ
な

か
っ
た
。
何
よ
り
も
、
連
邦
補
助
金
と
い
う
莫
大
な
資
金
源
が
削
ら
れ
る
こ
と
は
デ
イ
リ
ー
に
と
っ
て
大
き
な
痛
手
で
あ
っ
た(
)。
一

41

〇
月
三
日
、
デ
イ
リ
ー
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
と
会
合
し
、
補
助
金
の
再
開
を
要
請
し
た
。
二
人
は
同
じ
民
主
党

と
い
う
間
柄
で
、
一
方
で
大
統
領
と
い
う
最
も
強
力
な
権
力
を
握
る
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
デ
イ
リ
ー
に
と
っ
て
重
要
な
存
在
で
あ
っ
た
。

他
方
で
、再
選
を
狙
っ
て
い
た
ジ
ョ
ン
ソ
ン
に
と
っ
て
も
、イ
リ
ノ
イ
州
の
選
挙
戦
で
は
デ
イ
リ
ー
の
協
力
抜
き
に
勝
ち
目
は
な
か
っ

た
。
こ
の
会
合
の
後
に
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
か
ら
Ｈ
Ｅ
Ｗ
に
圧
力
が
か
か
り
、
一
〇
月
五
日
に
、
シ
カ
ゴ
教
育
委
員
会
に
対
す
る

連
邦
補
助
金
が
再
開
さ
れ
た
。
こ
の
補
助
金
の
再
開
は
、
デ
イ
リ
ー
の
政
治
力
の
強
さ
を
象
徴
す
る
出
来
事
で
あ
っ
た(
)。
コ
ミ
ュ
ニ

42

テ
ィ
活
動
を
中
心
に
し
て
き
た
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
に
よ
る
一
連
の
運
動
は
、
連
邦
政
府
の
介
入
ま
で
こ
ぎ
付
け
な
が
ら
、
あ
と
一
歩
の
と
こ

ろ
で
デ
イ
リ
ー
の
政
治
力
に
阻
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

一
九
六
六
年
八
月
、
ウ
ィ
リ
ス
は
、
教
育
委
員
会
委
員
長
を
退
職
し
た
。
後
任
は
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
レ
ッ
ド
モ
ン
ド
（
Jam
es

Redm
ond）
が
就
任
し
、
白
人
保
護
者
の
圧
倒
的
な
反
対
の
中
で
、
彼
自
身
不
本
意
な
が
ら
バ
ス
通
学
に
よ
っ
て
「
白
人
学
校
」
へ

黒
人
生
徒
を
通
わ
せ
る
人
種
統
合
政
策
を
行
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
際
に
他
の
北
部
都
市
と
同
様
に
暴
力
的
な
白
人
の
抵
抗
に
あ
っ

た(
)。
ま
た
、
こ
う
し
た
暴
力
的
手
段
は
否
定
し
た
が
、
バ
ス
通
学
に
は
反
対
し
て
い
た
白
人
は
郊
外
へ
移
動
す
る
か
、
カ
ト
リ
ッ
ク

43教
区
立
学
校
へ
の
進
学
を
選
択
し
た
。
一
九
六
七
年
に
は
シ
カ
ゴ
市
内
の
白
人
の
四
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
黒
人
の
七
パ
ー
セ
ン
ト
が
カ

ト
リ
ッ
ク
教
区
立
学
校
に
通
い
、
黒
人
と
白
人
の
居
住
区
の
境
界
線
近
辺
で
は
、
公
立
学
校
は
ほ
と
ん
ど
黒
人
だ
け
が
通
う
よ
う
に

な
っ
て
い
た(
)。
こ
う
し
て
「
象
徴
」
と
し
て
の
ウ
ィ
リ
ス
が
退
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
の
活
動
は
次
第
に
公
立
学
校
人
種

44

差
別
問
題
か
ら
後
退
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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お
わ
り
に

以
上
の
よ
う
に
、
本
稿
は
ブ
ラ
ウ
ン
判
決
以
後
の
北
部
都
市
に
お
け
る
公
立
学
校
の
人
種
隔
離
撤
廃
運
動
を
、
シ
カ
ゴ
の
地
域
運

動
に
注
目
し
な
が
ら
検
証
し
て
き
た
。
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
結
論
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
第
一
に
、
シ
カ

ゴ
に
お
け
る
地
域
レ
ベ
ル
の
黒
人
の
改
革
運
動
は
、
ブ
ラ
ウ
ン
判
決
や
南
部
の
公
民
権
運
動
と
の
相
互
作
用
の
中
で
展
開
し
た
。
シ

カ
ゴ
の
黒
人
達
は
、
公
民
権
運
動
を
南
部
の
問
題
と
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
が
直
面
し
て
い
た
公
立
学
校
の
諸
問
題
と
重

ね
合
わ
せ
て
認
識
し
て
い
た
。
さ
ら
に
黒
人
達
は
、
係
争
点
を
白
日
の
下
に
さ
ら
す
直
接
行
動
と
い
う
手
法
が
有
効
な
戦
術
で
あ
る

こ
と
を
理
解
し
、
そ
れ
を
実
践
し
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
ブ
ラ
ウ
ン
判
決
と
南
部
の
公
民
権
運
動
に
大
き
な
期
待
を
抱
い
て
、
直
接

行
動
に
よ
っ
て
黒
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
潜
在
的
な
力
を
発
揮
し
た
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
の
活
動
に
は
、
重
要
な
意
味
が
あ
っ
た
と
言
え
る
。
第

二
に
、
サ
ウ
ス
・
サ
イ
ド
と
ウ
エ
ス
ト
・
サ
イ
ド
と
い
う
二
つ
の
黒
人
居
住
地
域
の
違
い
は
、
都
市
再
開
発
の
影
響
や
黒
人
内
部
の

階
級
差
な
ど
を
表
し
て
お
り
、
改
革
運
動
も
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
展
開
を
見
せ
た
。
つ
ま
り
、
本
稿
の
分
析
の
限
り
で
は
、
黒
人
中
産

階
級
の
南
下
に
よ
っ
て
白
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
進
出
し
、「
白
人
学
校
」
へ
の
黒
人
生
徒
の
転
校
の
是
非
が
争
点
化
し
た
サ
ウ
ス
・
サ

イ
ド
と
、
黒
人
人
口
の
急
増
で
「
黒
人
学
校
」
の
過
密
化
を
解
消
す
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
た
ウ
エ
ス
ト
・
サ
イ
ド
で
は
、
公
立
学

校
の
人
種
隔
離
撤
廃
運
動
が
持
つ
意
味
あ
い
が
異
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
第
三
に
、
こ
う
し
た
改
革
運
動
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人

種
統
合
は
達
成
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
こ
の
運
動
の
限
界
が
あ
っ
た
。
連
邦
政
府
を
介
入
さ
せ
る
こ
と
に
い
っ
た
ん
成
功
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
公
立
学
校
の
人
種
隔
離
撤
廃
運
動
は
、
最
後
に
民
主
党
内
部
の
政
治
力
学
に
よ
っ
て
頓
挫
し
た
。
こ
の
事
態
は
多
く

の
黒
人
達
に
黒
人
の
政
治
力
の
弱
さ
を
認
識
さ
せ
、
そ
の
後
の
政
治
力
獲
得
の
希
求
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
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一
九
六
五
年
以
降
ア
メ
リ
カ
で
は
都
市
暴
動
が
頻
発
し
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
も
激
化
し
て
い
く
中
で
公
民
権
運
動
は
徐
々
に
停
滞
し

て
い
っ
た
。
シ
カ
ゴ
で
は
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
の
ラ
ビ
ー
が
、
マ
ー
テ
ィ
ン
・
ル
ー
サ
ー
・
キ
ン
グ
牧
師
率
い
る
南
部
キ
リ
ス
ト
教
指
導
者
会

議
（
Southern
Christian
Leadership
Confefrence）
へ
接
触
し
、
黒
人
の
改
革
運
動
へ
の
協
力
を
求
め
た
。
キ
ン
グ
も
ロ
ス
ア

ン
ゼ
ル
ス
の
ワ
ッ
ツ
暴
動
を
契
機
に
、
南
部
の
法
的
差
別
と
は
異
な
る
、
黒
人
達
が
直
面
す
る
経
済
的
・
社
会
的
な
問
題
を
真
剣
に

受
け
止
め
て
い
く
時
期
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
後
両
者
は
歩
み
寄
り
、
一
九
六
六
年
か
ら
シ
カ
ゴ
自
由
運
動
と
い
う
か
た
ち
に
結
実
し

た
。
そ
こ
に
至
る
過
程
に
お
い
て
、
本
稿
で
検
討
し
た
シ
カ
ゴ
の
公
立
学
校
の
人
種
隔
離
撤
廃
運
動
は
、
北
部
の
公
民
権
運
動
と
し

て
注
目
す
べ
き
活
動
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

＊
本
論
文
で
分
析
す
る
資
料
の
一
部
は
、
平
成
一
九
年
度
文
部
科
学
省
大
学
院
教
育
改
革
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
一
橋
大
学
大
学

院
社
会
学
研
究
科
「
社
会
科
学
の
先
端
的
研
究
者
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
助
成
を
受
け
、
シ
カ
ゴ
に
お
い
て
実
施
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
﹇
文
献
調
査
﹈（
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
一
七
日
〜
一
〇
月
二
八
日
）
の
な
か
で
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

(
)

‶Round
T
able:Brow
n
v.Board
ofoE
ducation,Fiftffy
Y
earsA
ftffer,"
JoJJurnalofoA
m
erican
H
i
HH
siitottryr
91-1
(June
2004):

1
19-118;Eric
Foner
and
RandallK
ennedy,‶Brow
n
at50,"
N
a
NN
tion
278-17
(M
ay
3,2004):15-17;D
errick
Bell,Silent

Covenantstt:
Brow
n
v.
Board
ofo
E
ducation
and
thtte
U
n
UU
fnufflflifflled
H
o
HH
poes
foffr
R
acial
R
efeoffrm
(N
ew
Y
ork:
O
xfoffrd

U
niversity
Press,2004);CharlesO
gletree,A
llD
eliberarrtettSpSeed:R
efelffectionson
thtteH
a
HH
lflCenturyrofoBrow
n
v.Board
ofo

E
ducation
(N
ew
Y
ork:W
.W
.N
orton
&
Com
pany,2004);SheryllCashin,T
heFaFFiluresofoInIItettgerarrtion:H
o
HH
w
R
aceand

Clallssare
U
n
UU
derm
iningn
thtte
A
m
erican
D
ream
(N
ew
Y
ork:Public
A
ffffairs,2004).

(2
)
Gary
O
rfiffeld
and
Chungm
eiLee,‶Brow
n
A
t50:K
ing's
D
ream
or
Plessys'sN
ightm
are?"
T
he
CivilRights
Project,
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H
arvard
U
niversity
(January
2004):1-41.

<http://w
w
w
.civilrightsproject.harvard.edu/research/reseg04/brow
n50.pdf>ff(二
〇
〇
四
年
五
月
二
七
日
).ブ
ラ
ウ
ン
判

決
の
歴
史
的
な
流
れ
と
再
隔
離
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。
中
村
雅
子
「
教
育
と
『
人
種
』
―
再
隔
離
と
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク

シ
ョ
ン
―
」
川
島
正
樹
編
『
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
と
人
種
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
五
年
）、
二
二
二
―
二
四
九
。

(3
)
M
ichaelJ.K
larm
an,‶Brow
n,RacialChange,and
the
CivilRightsM
ovem
ent,"
V
i
VV
rgrrinia
Law
R
eview
80
(February

1994):7-150.

(4
)
D
avid
J.Garrow
,‶H
opelessly
H
ollow
H
istory:RevisionistD
evaluing
ofBrow
n
v.Board
ofoE
ducation,”
V
i
VV
rgrrinia

Law
R
eview
80
(February
1994):151-160;M
ark
V
.T
ushnet,‶T
he
Signififfcance
ofBrow
n
v.Board
ofoE
ducation,"

Ibid.,173-184;M
ichael
J.K
larm
an,‶H
ow
Brow
n
Changed
Race
Relations:T
he
Backlash
T
hesis,"
JoJJurnal
ofo

A
m
erican
H
i
HH
siitottryr
81-1
(Jun
1994):85;M
ichaelJ.K
larm
an,FrFFom
JiJJm
Crow
tott
CivilR
igiihgtstt:T
heSupurem
eCourtand

thtte
Strttugugggle
foffr
R
acialE
qualitytt
(N
ew
Y
ork:O
xfoffrd
U
niversity
Press,2004).

(5
)
D
avid
J.Garrow
,‶‘
H
appy'Birthday,Brow
n
v.Board
ofoE
ducation?
Brow
n's
Fiftffieth
A
nniversary
and
the
N
ew

Critics
ofSuprem
e
CourtM
uscularity,"
V
i
VV
rgrrinia
Law
R
eview
90
(A
pril2004):693-729.

(6
)

Gerald
N
.Rosenberg,‶Brow
n
Is
D
ead!Long
Live
Brow
n!:T
he
Endless
A
ttem
ptto
Canonize
a
Case,"
V
i
VV
rgrrinia

Law
R
eview
80
(February
1994):161-171;Bell,SilentCovenantstt;O
gletree,A
llD
eliberarrtett
SpSeed.特
に
前
述
し
た
ベ
ル

は
、
長
年
ブ
ラ
ウ
ン
判
決
の
理
念
と
現
実
の
溝
を
強
調
し
、
ク
ラ
ー
マ
ン
の
議
論
を
支
持
し
て
い
る
。

(7
)
Garrow
,‶H
opelessly
H
ollow
H
istory,"
152;M
ary
Frances
Berry,review
ofFrFFom
JiJJm
Crow
tott
CivilR
igiihggtstt:T
he

Supurem
e
Court
and
thtte
Strttugugggle
foffr
R
acial
E
qualitytt,by
M
ichaelJ.K
larm
an,JoJJurnal
ofo
A
m
erican
H
i
HH
siitottryr
92-2
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(Septem
ber
2005):686-687.

(8
)

V
.P.Franklin,‶Introduction:Brow
n
v.Board
ofoE
ducation-Fiftffy
Y
ears
ofEducationalChange
in
the
U
nited

States,"
JoJJurnalofoA
f
A
rffican
A
m
erican
H
i
HH
siitottryr
90
(W
inter
2005):1-8.

(9
)
代
表
的
な
研
究
と
し
て
は
以
下
を
参
照
。
Richard
K
luger,Sim
p
m
le
JuJJstice:T
he
H
i
HH
siitottryr
ofoBrow
n
v.Board
ofoE
ducation

and
Blallck
A
m
erica'sStrttugugggle
foffr
E
qualitytt
(N
ew
Y
ork:V
intage
Books,1977).

(
)

Jeanne
F.T
heoharis
and
K
om
oziW
oodard,eds.,FrFFeedom
N
o
NN
rthtt:Blallck
FrFFeedom
Strttugugggles
O
utsttide
thtte
Southtt,

10
1940-1980
(N
ew
Y
ork:Palgrave
M
acm
illan,2003);M
artha
Biondi,T
o
Stattnd
and
FiFFgiihggt:tt
T
he
Strttugugggle
foffr
Civil

R
igiihggtstt
in
Postw
ar
N
e
NN
w
Y
o
YY
rkrr
Citytt
(Cam
bridge,M
A
:H
arvard
U
niversity
Press,2003);D
ionne
D
anns,Som
ethttingn

Bettettr
foffr
O
ur
Children:Blallck
O
rgrraggniziiingn
in
Chicagao
Public
Schoolsll,196366-197177
(N
ew
Y
ork:Routledge,2003).

デ
ィ
オ
ン
・
ダ
ン
ス
は
シ
カ
ゴ
の
公
立
学
校
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
て
い
る
が
、
分
析
の
重
点
は
黒
人
学
生
の
活
動
で
あ
り
、
特
に
一

九
六
六
年
の
ブ
ラ
ッ
ク
・
パ
ワ
ー
以
後
に
置
か
れ
て
い
る
。

(
)

M
ichaelW
.H
om
el,D
ow
n
frffom
E
qualitytt:
Blallck
Chicagaaoans
and
thtte
Public
Schoolsll
192990-1940
(U
rbana,IL:

11
U
niversity
of
Illinois
Press,1984);A
lan
B.A
nderson
and
George
W
.Pickering,Confnrffontingn
thtte
Color
Line:
thtte

Broken
Prom
isiieofothtteCivilR
igiihggtsttM
o
MM
vem
entin
Chicagao
(A
thens,GA
:U
niversity
ofGeorgia
Press,1986);Jam
esR.

Ralph,Jr.,N
o
NN
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